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進化指標 ＳＣＣＣ = BtoB 生産性

（Supply Chain Cash Conversion Cycle)

SCCC (サプライチエーン資金循環速度) 
＝棚卸資産回転日数＋売上債権金回転日数＋仕入債務回転日数
＝棚卸資産/売上原価×365＋売上債権/売上高×365

＋仕入債務/売上原価×365

◎ 生産プロセスとサプライチエーンプロセスにおけるモノとカネの流れ、 つまり
リードタイム を日数で表現したもの。値としては少ないほど流れが速い。

◎ 「進化指標」 : 昨日より今日、今日より明日と、究極値ゼロを目指して
良くなり続けるべきＫＰＩ （景気動向等の外部環境によって上下動が
あり得る指標 例 ＲＯＥは「契約指標」ではない）

KPI



CCC(運転資金必要調達期間） ＳＣＣＣ（サプライチエーン資金循環速度）

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

トヨタ 107.6 100.4 101.8 102.0 102.9 111.2 111.1 101.2 103.7 103.7 107.5 108.3

日産 110.1 114.9 114.1 120.6 129.9 137.3 144.7 126.9 136.0 130.5 134.2 131.3

本田 136.2 133.7 142.6 148.2 133.8 154.2 143.2 119.5 116.7 102.7 104.5 125.5
マツダ 109.1 108.3 115.7 118.8 112.5 123.8 134.1 133.8 138.6 130.0 137.2 131.9
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：生産リードタイムという競争力、「支払いは早く」という中小企業振興とカネの流れという

(ホンダ：2015年３月期表からIFRS適用)

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
トヨタ 22.2 21.4 28.4 27.6 23.9 24.7 22.8 22.2 23.0 22.1 23.5 25.1
日産 15.2 18.4 24.8 24.2 18.6 17.1 17.3 13.6 14.9 17.5 15.7 11.4
本田 33.5 35.3 51.8 56.3 42.7 44.8 41.3 40.8 37.6 29.1 26.9 33.5
マツダ 47.8 46.8 46.3 47.8 46.9 49.7 55.3 56.0 57.7 53.6 56.9 55.4

＊ホンダ：2015年3月期連結財務諸表から、
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ＣＣＣ（部分最適）からＳＣＣＣ（BtoB生産性）へ

ことの起こり



マクロ視点

ＳＣＣＣ ：
ソサイエティ5.0の条件

大企業の余剰現金）

（家庭内職レベルまで含む
一気通貫の流れ）



 

自動車・自動車部品 ①受取債権 ②仕入債務 ③棚卸資産
ＳＣＣＣ

①＋②＋③

日本 61 57 51 169
ドイツ 34 48 75 157

重電 非上場（中小） ①受取債権 ②仕入債務 ③棚卸資産
ＳＣＣＣ

①＋②＋③

日本 85 70 30 185
ドイツ 35 22 84 141

製造業全体 ①受取債権 ②仕入債務 ③棚卸資産
ＳＣＣＣ

①＋②＋③

日本 85 66 74 225
ドイツ 50 54 120 224

　　　　　　　2009 -2015 　平均値　（ＳＣＣＣ日独比較）     　　　      (日数）

日独比較 ドイツに劣る「モノづくり日本」のBtoB生産性 ！

SCCC 値は奇しくも日独ほぼ同じだが、中身は大違い ！



 

 自動車のSCCCはドイツに平均より優れている。
しかし、「回収は早く、支払いは遅く」の「利ざや」重視の特徴。

 ｵﾝﾀﾞ、トヨタ以外は、ドイツ平均より支払いが遅い。

業種別ＳＣＣＣ（自動車）
日本

自動車



マクロの視点

BtoB生産性の一丁目一番地は、政府・自治体



トヨタ自動車 トヨタホーム
棚卸回転日数 37 179
支払いサイト 41 27
SCCC 106 295

（いいとこどり）
棚卸回転日数 37 100
支払いサイト 27 27
SCCC 92 216

(13%減） (27%減）
BSQ 0.46 0.66

 トヨタホの支払いは、月2回締め。
 〃 トヨタホは、商品・製品にBtoB在庫含む。情報の流れ (BIM)
 仕入れ債務の目標はすでに両社とも、中小企業庁の「検収後60日以内支払いを達

成しているが、ソサイエティ5.0 のロールモデルを目指す。「当日検収・翌日支払い」
（小島プレス、製品完成後自動振り込み瞬間払い（トヨタ自＋Fintech ）

多重下請け構造の下位層 （大企業にカネはあるが、下位層ほど問題。
ゼロ金利時代、支払いサイト短縮にコストゼロ（「利ざや重視」から「回転重視」へ

ト
ヨ
タ
が
動
け
ば
山
が
動
く
！

10/2 訪問後メモ



2017 閣議決定 中小企業庁2016

現状 SCCC5％改善 下請支払60日以内
受取債権回収 85 80 60
支入債務支払 66 64 60
棚卸資産回転 74 70 70
　　計 225 214 190

資金循環速度　改善目標

閣議決定未来投資戦略2017 「 ΣSCCC 2020 5%改善⁾のマクロ経済効果

回転速度向上効果 （常識：年1回転の資金が2回転すれば経済効果は倍）
① 225日が 214日に短縮されると、資金回転速度 1.6回転⇒1.7回転
② 前提：マネーストックが1,000 兆円のとき、550/1000=55%が、付加価値取引（名目

ＧＤＰ増）
③ 資金回転増で、新マネーストックは1062兆（=1000×1.7/1.6) 。これに対応する名

目GDPは、584兆円 （＝1062 ×550/1000）で34兆円の増加。
④ 直近実績「家計最終消費支出297兆/名目GDP 554兆円」の比でみると。34兆円の

増分の うち、18.2兆円（=34×297/554） が家計最終消費の増加となる。
⑤ 「 消費増税2％による増収見込み5.6兆円」を、資金回転5％改善の18.2兆円増は

大きく上回る。 （同様に中企庁提示の支払い60日以内達成効果）は100兆円）
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中小企業庁委託事業 「ITでつなぐコンソーシアム」

SCCC
協議会

QRコードとタブレット使用

受発注双方を月次バッチから日次処理へ 中小企業共通EDI FinTech 

現場の小ロット化に直結



「2025の壁」」に立ち向かうＤＸプロジェクト
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IoT・ FinTech  Era 
for B2B Productivity 

Paper-less
Cash-less

発明の名称：リアルタイム貸借対照表システム及びプログラム
並びに貸借対照表評価プログラムおよび資金循環速度評価プログラム

出願人： 小島プレス工業 発明者： 小島洋一郎 他3名 出願日： 2016/12/22
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産学連携：名城大学と ＳＣＣＣ協議会 （10/4現在）

ＢtoＢの受発注革命や『ＤＸ2025年の壁』対応等に関わる研究開発、

教育・人材育成活動と社会貢献を目指してwin-winの協業をすすめる。

① 具体的な教育研究活動プログラム ー 当面保留

② 可能なことから行う連携活動（例）

〇ＳＣＣＣ協議会の企画するセミナー等を大学において共催として開催。

〇ＳＣＣＣ、”ＢtoＢ生産性"に関するメディア発信の大学による仲介。

〇各学部、教員、研究者のＳＣＣＣ協議会研究活動参加歓迎

〇国際化推進、その他名城大学の社会貢献面でのブランド効果につながること

これらの連携活動は、名城大学経営本部を通じて行う。

なお、本活動の通称は「産学連携ＳＣＣＣ（”垢すり”）プロジェクト」とする。

（ “垢すり”効果とは、「モノ、カネ、サービス、情報、心」の流れ改善効果。）


